社会福祉法人西条市社会福祉協議会表彰規程
（目的）

第１条　この規程は、西条市の社会福祉活動に寄与し、又は市民の模範と認められる行為があったものに対し、表彰、感謝状（以下「表彰等」という。）の贈呈を行い地域福祉の振興を促進することを目的とする。
（表彰・感謝の方法）

第２条　この規程による表彰等は、原則として西条市社会福祉大会において授与するものとする。

２　前項の規定にかかわらず会長が必要と認めた場合は、その都度授与するものとする。

３　表彰等は、会長の表彰状又は感謝状に記念品を添えてこれを行うものとする。

（表彰の対象）

第３条　会長が表彰するものは、次の各号に定めるものを対象とする。

（１）　民生児童委員及び主任児童委員でその功績が顕著なる者

（２）　社会福祉施設、社会福祉団体等の役職員でその功績が顕著なる者
（３）　社会福祉活動に関して、ボランティア活動の功績が顕著なるもの
（４）　自立更生福祉功労者でその功績が顕著なる者

（５）　寝たきり老人等の介護優良者でその功績が顕著なる者
（６）　共同募金運動に率先協力し、その功績が顕著なるもの

（感謝の対象）

第４条　会長が感謝の意を表するものは、社会福祉活動に積極的に協力し、その功績が顕著なものを対象とする。

（在職期間の計算）

第５条　表彰の基準となる在職期間の計算は、表彰する職に在職した期間により行う。

（表彰該当者等の資格）

第６条　表彰に該当するものの資格は、次の各号の一に定める条件を具備するものとする。ただし、過去において同等な内容での国、県及び市表彰並びに全国及び愛媛県の社会福祉協議会会長表彰と同類の表彰を受けた事のあるものは除く。

（１）　民生児童委員及び主任児童委員の現職にあって、在職期間が10年以上並びにボランティアにあっては活動歴5年以上のもの
（２）　公私の社会福祉施設（公の社会福祉施設職員の場合は、現業に従事する者に限る。）及び民間社会福祉事業団体等の役職員にあって、その在職期間が10年以上の者
（３）　さまざまな困難を自ら克服して社会活動への復帰をなしとげ、他の模範となる者、又これらの人へ暖かい援助の手をさしのべて激励し、自立への大きな力とするなど業績顕著なもの
（４）　寝たきり老人、身体障害者等の介護で長期（通算期間が5年以上）にわたり日夜苦労を重ね、真心をもって専心努力している他の模範となる優良な介護者
（５）　共同募金運動に５年以上協力し、その功績顕著で将来にわたって活躍が期待できる者及び地区、団体。

（感謝該当者の資格）

第７条　感謝に該当するものの資格は、次に定める条件を具備するものとする。ただし、過去において同等な内容での国、県及び市表彰者並びに全国及び愛媛県の社会福祉協議会会長表彰と同類の表彰を受けた事のあるものは除く。

（１）　社会福祉活動の各般にわたり積極的に協力、援助した個人及び団体並びに地域福祉活動に協力、援助しながらも労苦の割に人目につかない領域であって、他の模範となるもの
（候補者の推薦）

第８条　支部社会福祉協議会長、社会福祉施設長及び団体長は、この規程に定める表彰等に該当するものを候補者として、会長に推薦することができる。

２　会長は、前項の規定にかかわらず、適当と認めたものを推薦することができる。

（審査委員会）

第９条　表彰を公平・公正に行うため、表彰審査委員会（以下「審査委員会」という。）を設置する。

２　審査委員会は、会長が指名する者をもって構成する。

３　審査委員会の運営に関し必要な事項は、会長が別に定める。

４　審査委員会で審査した結果は、会長に答申するものとする。

（会長が行う推薦）

第１０条　会長は、資格該当者中、適当と認めるものについては、市長、又は愛媛県社会福祉協議会長に表彰等を推薦することができる。
　（重複表彰の禁止）

第１１条　第３条の規定により表彰を受けたものについては、再度同条の規定による表彰はしない。ただし、同条第６号の規定による表彰については、この限りでない。

（その他）

第１２条　この規程に定めるもののほか必要な事項は、会長が別に定める。
　　

附　　則
１　この規程は平成16年11月1日から施行する。
２　表彰に該当するものが、過去において同等な内容での市、町、村表彰並びに市、町、村社会福祉協議会会長表彰と同類の表彰を受けたことのあるものは除く。
附　　則
１　この規程は平成18年10月1日から施行する。（一部改正）
　　　　附　　則
１　この規程は平成20年10月20日から施行する。（一部改正）

　　　　附　　則

１　この規程は平成26年10月1日から施行する。（一部改正）
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